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い ” 所 生 S 宇 会 6 更 洋 郊 時 
避 全 舞っ ン ネ % 全 の お ぐも ASK* 

[QOS の る 心 会 7 ※ 旬 抑 
SG 凝 で で 窟 ろ 必 G り 7 近 茶 で 
バ * 李 褒 救 全会 玄 選 に 会 の スポ 
つ 玉 "8 和 屋 選 会 回避 宗 
バ 得 粘 他 、 全 陸 会 お G 知 会 AO 
や あく し 芝 し SS で SO 写 U 公 
法人 ぐつ -Q お も 造る" 走 公 塵 ) 
い お 8SSKORJ 昭 る 8 つつ お | 中 
田 和 ミー トー ユー※ー58 人 中 7 短 
癌 凶 | 2 愉 S” 避 全 選 茶 し 2J 
ン パ 8 齋 レス 56 人 SG 入 m 
し SnK@" 

ト J し 瑞 田 や ミー か ーー ペー 
SIEOESS さ SW 
親 つ し 2 い @ ら マ 委 で 民家 束 宮 医 
や へ ペーG 忌 測 征 具 時 到 光 杏 つ 
"| ママ ョ sl 絶 編 *% 玉 りく 
その 6 慰 半 や へ お ー 受 〇 ロー 
の G 国 豆 p し KO けつ 5 

| 思 お 8 (で 有 の ロー ロロ 知人 
も ツン ) 有志 つつ コー の G 稚 ー ペ めく 
中 つじ 貴 庄 つ レス W 二 " 尿 半 や へ 
ホー ぐ 羽 全 を 選 栖 喘 紀 り で 公選 
居 こく で し な SS 正田 9 で 全 和 J 
SG 約 羽生 2 競い ど レ 256 会 思 や 
羽 お る 4J4S ひ つつ を NeG も * 国 避 
東 ビ お 釣 てけ つつ 羽 ] 
EEEIekJiEK 


AMSR-E が と ら え た 2005 年 9 月 22 日 ( 左 ) と 2007 年 8 月 15 日 ( 右 ) の 北極 海 の 海水 状況 。 


2007 年 は シベ リア お よび 北ア メリ カ 海 域 の 氷 の 減少 が 目立つ 。 


減っ た と いう 現象 は 、 


こ 


この 北極 海 を 夏 に お お 2 う 海 水 の 面積 が 急激 


大 気温 度 の 上 昇 (温暖 化 ) が 原因 で 起こ っ た と 即断 すべ き で は な い 。 
も 視点 を 向け な けれ ば な ら な い 。 


( 


F 均 約 2000m の 厚 さ の 氷 床 で お お われ た 大 陸 で ある の に 対し 、 


※ 南 極 が 雪が 降り 積もっ て で きた 


北極 海 の 海水 減少 に は 、「( 水 が ) 溶 ける ]、「( 氷 が ) で き な い 」、「( 氷 が ) 北極 海 か ら 出 て いく ] の 3 つの 要因 が ある 。 


北極 海 は 厚 さ 3m ほ どの 海水 で お お われ た 海 で ある 。 
「 と ける 」 と いう 視点 だ け で な く 、 他 の 2 つの 減少 


単 ( 


ょ J 必 つり 六田 穫 ミ ー ト か ユー 一 
径 RK9J) は 8 で Jo 臣 の ロ G 
きよ とく SN EEI ド wa に 
写 Sp ぐし 的 

| SS ユ ー へ 心 へ を 会 中 補 ※※ 下 
りり he58 斑 窓 も 坦 茶 余 竹 庄 つ し 
SG バ 吉 二 、 し 8 婦 ン バ 間 華 
訟 ぶり 計 ひ の 刺 、 3) 介 思 芝 短 操 表 
全会 四国 し 稚 *@J で 会 忌 
っ つ "所 著 路 党 息 栄吉 計 記 の し 
2Dr く SR@ ト JJ 償 必 0 競う で で アソ 
くね 7JS 月 つ ト 6G 軸 芝 会 素 環 窯 
9 品 人 つろ お ぐし 生 ] 


同 典 SS 避 選 SnY 
財 江 塞ぐ 短 N8 癌 転 % で やり 回 岩 
や SQ 如 %% 約 つく 97 人 S ユ ホー へ 
へ 和 を 会 避 補 宗 本気 困 hG 誠 斑 舞 
G 更 和 償 じ 宮 いじ ス い 6 


JAXA 地 球 観測 研究 セン ター 
堀 雅 裕 研 究 員 


ダー 


境 観 測 研究 セン ター 


北極 海 気候 シス テム 研究 クル ループ 
ニ グ ルー プリ 


JAMSTEC 地 球 環 
島田 洗 
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ーー コ 
ェ ー ュ 
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CD 


8 ロロ 05. ロ 0. 


o 式 の ロ G 詞 つの 6 同時 パ 7 
ょ JG 回 尾 K カ ター を 会 豚 己 鵜 JAK0 
で い 会 お 8 で お りり 8 商 党 つ ウ スズ 
9 まこと SMEIRESS で 電 
民 剛 届 G 咽 届 り で し 補 選 虹 
坊 球 革 お 

[ 軸 ※ ぐ 回 党 半 園生 の っ り うわさ) 
SS8 届 計 ぐ か 人 回 選 り の 
し SG ぐ 選 葉色 宮 %07 表 早 油 
孔 人 っ 電 菅 会 議 迄 り 坦 JJ で し 
v^ JJ り 46 で ソー 8 負 交 特 
思 茶 礼 路 倒 富 neQS 近く 守 剖 し 
os 席 選 ウレ つ 46n SG 誤 明 DO 
っ 撮 芝 6 剖 局 全 装 ぐさ スン S ぐ し 
| 下戸 ミー か ユ ーー3 淫 
N9" 回 尾 ぐ GK ペ 一 和 と を 篤 寺 % 民 87 
Na に EVEN ペーpa 二 デル 
で )G 

[ 宣 還 ロー へ 人 ト 表 半 を 所 
ペー 表 表 凌 り 国 6 で お 462J-S 仙 
妃 、 し 答 りお 翌 恒 各 全 8 写っ 


MODIS 


吉 / 


『.t1.( け 品 


+ 
1 


EKI 


ツ 福 ン 胃 、 概 束 生 お 6 し 
年] 

J だ 6 し 誠 斑 蔽 困 ン ささ いろ 
っ" 屯 ン の お けり ンス バ R 時 ※※、 
信 名 黙 つり" 堅 全 ろ 避 S 電 く 総 詞 
つり スン" や つゆ も 0 お しら 
3" 表 忠 光電 裳 玉 束 つじ 宮 く 総 
窟 *@" JGA6 い 誠 授 jp いく 芝 
倒 難 ら 招 * 製 し 補 代 人 生 で や 
こおり JJ 勾 映 詳 人 おお 多 / 羽 G 
混和 還 本 咽 連理 本 舞 全 の 中 普 民 
し 中 還 じ SG し ASY 

旭 芝 回 弓 倒 咽 そり 6xeG 半 刷 計 
o 中 "つつ お 全 で じ 人 T 寺 " 取 十 咽 当 
S 居 緒 り X@ つ つり の [Noo 
下 に 忌 全 の 中 りく で じ 人 4) 和 S 
Q じ ス や お 5 2JNJXO 条 7 筐 党 還 削 
せ 組 ン ン OK ター と も 鶴 人 やつ ス 
いや 軽 固 未 講 や へ ホー 回 愛人 
ー ペ * 臣 くじ 抽 彼 を 泥 沖 G 民 守 
こと SO 放 こ IEOISNYNm1 


『。 


ご 


広がっ て いる の が 確認 で きる 。 


2005 年 6 月 8 日 ( 左 ) と 2007 年 6 月 9 日 ( 右 ) の MODIS に よる 北極 海 の 画 像 。 


2007 年 の 画像 で は 、 多年 氷 が 崩壊 し て 、 で きた て の 薄く も ろ い 氷 が 北 ( 


半 内 ミ ・ へ 向 【 思 まま まま ます も 
還 つが で 洛 券 な こ 肪 MY 
ここ が ミッ ンション 内 f 丁 ー わ 急 し 、 画 水 ぜ ん か に の 中 ウ 今 次 ク 
般 か 速 ^ シ 像 が こ で こ 海 で の ェ 盾 の ト 
聞き た い ウ に つっ に 南 べ を 減れ し ん 氷 す 海 プ 礁 まる 
ルト M た 海風 り 動 少 ほ た な が が 氷 サ か う 2 推 
0 水 が 了 ア 画 し どー ふ 減 。 曽 イ 馬 旋 進 
前 回 、 宇 宙 飛 行 の 基 大 弥 と アド パン スト 角 線 の 様子 を 陸 め て み ま し た が 1 衣 く に し の そ に つれ 像 上 想 る て 
今回 と 次 回 の 2 回 に 分 け て 、 フ ライ ト が 決ま っ た 宇宙 飛行 士 が 行う 、 S 少 潰 代 て 広吉 な いよ 人 入 皇 国 い 
年 に 必 RS 』 な 「 イ ・ 邊 ー 画 し 解 F 「 
訓練 で 世界 を 飛び まわ る 任務 の 遂行 に 必 凍結 「 イ ンク リ メ ン ト 固 有 訓 練 ] に つい て 2003 年 8 月 31 日 ( 諾 ) と 2007 年 8 月 19 有 ( 右 ) に 北極 海 の 観測 船 か ら 撮影 た 海 。 像 て 束 圧 析 M ス と 者 開 の 究 堀 
宇宙 飛行 士 た ち 筑波 宇 由 セ ンタ ー で 宇宙 飛行 士 の 訓練 を 担当 する (提供 ・ 海 洋 研究 開発 機構 ) で 内 仙 沼 し 5 回 し た 還 旨 5 外 
有人 宇宙 技術 部 の 山 方 健 士 さ ん に お 話 を 伺い まし た 。 は と 海 が と IF いた いじ CS 員 
国際 宇宙 ステ ーション に 搭乗 の た め の 
訓練 期間 は 22 か 月 程度 ( 約 2 年 ) で す が 、 いま 下 25 で 0 は は て 減 さ 起 予 し シ と 氷 ル る し 北 価 す る の き 調 た る り 有 雲 
まし の % す ・1 志 な 毎 少 れ こ 測 た 島 ミ が | “ れ 極 報 る 今 上 衛 る べき と ま は 
ギ 宙 飛行 土 は きわ め て 多忙 で す 。 アメ リ を きた 潜る が 6 9 まい 年 は で つ モ シン 田 さ ほ プ まな 次 千 政 年 で 時 る て 異 と す 海 
カ と ロシア を 往復 し な が ら 訓練 を 受け る ん ょ 系 壮 つ % 8 送 と イル いて 7 ミグ ば は 太い 旬 書 府 の も に と 衣 そ で が 氷 
、 se - つ * 9 ミケ ヶ 
ほか 、 約 2 か 月 は カナ ダ や ヨー ロッ パパ 日 も れ も て 8 の 0 側 い ず 極 いる IT シダ 20 年 い の 隊 間 6 人 条 ^ 較 
本 で も 訓練 を 受け る こと に な り ま す 。 と い し ち お 還 し 9 合 革 あつ 具 と 有 は (1 プン な 4 了 う 洛 、 ふ C な 地 く て 時 の 回 消 
> R > 8 に ゃ Mu 沢 放 ーー シィ mI 中 Ka 清 2 
う の は 、 カ ナダ の ロボ ッ ト ア ー ム 、 ヨ ー ロ ッ し は に い 年 謗 か 海陸 ら 気 叶 が 実 = | 個 て 年 メ 測 が 世 ル て と 稚 ぇ | 音 党 提 
パ の 「 コ ロン バス ] 実験 棟 、 日 本 の [ き ぼ た 人 ま の お タ を M ま 旬 2 の と 2 
に? 紀 1 o ? ー ( こ 3 計 
|29 の 8 上 HO に へ 戻 に た 上 て 水 間 る 更 水 に 北信 は 全う に の 表 な 未 共 一 曽 れつ 多 か 雲 隊 
ゝ チト ? 日 / ご 唱 ) 心 枯 ? RU 究 (ん 立 将 解 荻 
mi クーEe 2 0 ら 97o も は し 水 で の に 積 語 論 @I の 現 で る うう 海 グ いも に 評 関 で 来 で に し えな 
0 こと ど に な よう 。 
これ ら の シス テム や 実験 機器 の 訓練 で に を い 測 か 同 
は 、 各 ク ルー が 国際 宇宙 ステ ーション 上 陸 本 1 に 
で 受け 持つ 役割 分 担 に 応じ 、 それ ぞ れ に さか 海 タ れ う 
見 合っ た レベ ル の 訓練 を 施さ れ ま す ( 世 まし 痛 耳 きく 
界 各国 を 旅 する の は 叔 力 的 か も し れ ま け / 水 得 ん と 
せん が 、 宇宙 飛行 士 は 約 半年 は 家族 と を る 上 に 多 
離れ て 暮らし 、 異 な る 時 差 に 対応 し な が 院生 
ら 訓 練 を 続け る た め 非常 に 週 隊 で す )。 沖 タ に り ン 
生生 中 王 コ ヽ = * ニ 宝 語 < MS < 三 い 
役割 分 担 に 応じ て _- 2 の 「 き ぼう ] 本 実験 棟 の 訓練 で 、 け デズ ら た る 
吉 に 内 ボッ ト ア ー ム の 組み 立て 、 起動 手順 の 訓練 を 受け る S ニ 
訓練 レベ ル が ちがう ” 若田 光生 飛行 十 (200 年 月) 2 人 机 人 
その 飛行 士 が [ユーザー] らら AO 
レベ ル で よけれ ば 、 実験 機 「 は 慈 際 
器 の 簡単 な 操作 (試料 の 入 や P. く で 人 ほ きき 
れ 替 え を など) が で きる 程度 ドイ ツ に ある C か 肖 て 
1 呈 )ー 欧州 宇宙 機関 (ESA) の be 
7 生 穫 店 りあ すん 0 欧州 宙 飛行 士 セ ンタ ー で 、 往 補 を 氷 と 
の | オペレーター」| レベ ル で 国際 宇宙 ステ ーション へ の の 極 前 ど う 
は 、 通常 運用 の ほか に 、 ち 物資 輸送 を 行う 欧州 補給 機 (ATV) の イ す う と 
ょ っ と し た トラ ブル へ の 計 、 (COESADL 計時 RY 8 行 だ て に 
処 も で きる よう な 訓練 を 行 に つ は な な 
いま す 。 さら に 上 の 「 ス ペ シ ャ リ スト ] の 0 
レベ ル に な れ ば 、 改 障 し た 箇所 を 自分 で 
修理 で きる よう な 高度 な 専門 知識 と 技 く の ま の た 的 に 不 の る うな けが ど た だ 名 板 の 現 田 し 是 が 党 析 し ぞ 】 稚 
能 を 身 に 付け な けれ ば な り ま せん 。 泊 信 本 る 生 芝 全 加 見 だ | > いふ 1 人 完 く デ 場 テ 記 あ に 光 
8 了 と 化 イイ 携行 年 る 暖 葉 ら そ われ 減 射 極 考 ・ < | を ん い 1 私 る 大 る 多 タ X デ 
日 本 人 宇宙 飛行 士 は 「 き ぼう 」 に つい 第 に シビ 』】 5 人 を を すれ る な し し 交え ら 信 は と 2 ま の キタ を まま と 月 を か 1 
て は 、 当然 の こと な が ら ス ペ シ ャ リ ス が 来 上 い た 7 る 寺 が か よ ド の 
用 5 ト 待 い ク っ Ms 年 放り 島 地 場 場 場 し 次 の 価 う で ら 知 う の 揚 は 草 に に 統 箱 と 
な ら な く て は な り ま せん 。 た だ し 、 国 し て ト て 8SyY は 型 田 球 所 所 所 ま 水 1 陸 ご きい っ に 島 供 衛 味 非 解 合 星 こ 
際 宇 宙 ス テー ショ ン に 日 本 人 宇宙 飛行 全国 李 組 ば ん 益 に ふ は う 区 ヶ 城 同 る つて 
が 不在 の 時 に は 、 アメ リカ 人 宇宙 飛行 二 4 " 解 え 球 C 際 地 ご コ 1 温 変 ら 太 と 際 な 間 グ し ろ る * 
が 「 き ぼう 」 の 運用 ・ 管 理 を 代行 し ます 。 ン 人 久 灯 了 信 元 た 起 う の や 受 司 を も 技 人 1 ま 全 
リス の 天 肥 : 当 に こ こ 昇 タ ィ | 
1 あ いで 大 A 当 際 と 地 !| を まり 受 水 ん し 星 1 堀 見 そ 
いる 設備 な ど は 共通 で 、 受け る 講義 や 訓 
練 内 容 の 深 さ が 異な る の で す 。 訓練 の 進 筑波 宇宙 セン ター の 「 き ぽう] 日 本 実験 棟 の 訓練 で 
未 状況 は 各国 の 訓練 担当 が 集まる 会 議 「 震 還 光 - 手 上 (2006 年 18) MNT 2 仙 すし 和 人 E 
で 把握 し 、 限ら れ た 期間 内 に きち ん と 寿 GE 
上 了 海 2 温 、 気 が 
修 で きる よう カリ キュ ラム が 練 ら れ ま す 。 (人 ・ 海 研 究 二 和 


〇 D コロ も の O も 品 [IM1  D 〇 の ロロ 


| 放 打 ち 上 げ ・ 衛 星 分 離 3 マヌ ー バ (月 周回 条件 調整) 0 ーー で 

瘍 H- TA ロケ ッ ト に より 10.5km/s ま で 加速 され 、 月 と 「 か ぐ や ] が 正確 に 出会う た め の 条 件 の 微 調 ュー 
周期 約 5 日 ・ 遠 地点 約 23 万 km の 長 醒 円 軌道 (第 整 を 行う 。 ゴ ルフ で いう アプ ロー チ シ ョ ッ ト に 相 ・ ト 
1 周回 ) に 投入 。 当 する 。 陣 


レン , 


必 】 太陽 電池 パドル な ど を 展開 
太陽 捕 提 、 アン テ ナ 展 開 、 三 軸 姿 勢 制御 確立 な ど 
を 行う 。 

話 】 マヌ ー バ (軌道 投入 誤差 修正 ) 
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お お われ た 、 


軟着陸 し た 火星 探査 車 ス ピリ ッ ト が 撮影 し た 火星 の 表面 。 
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ーー 


INF ロ RMATIODN 3 
国際 宇宙 ステ ーション 

組み 立て の 

っ 1 ら -118 ミ ッ ン ョ ン 
が 終了 

スペ ー ス シャ トル 119 回 目 の 打ち 
と な つた だ エン デバ ー 号 | に 
よる STS-118 ミ ッ シ ョ ン が 8 
月 9 一 22 日 (日 本 時 間 ) に 行わ 
れ 、 無事 終了 しま し た 。 約 13 日 間 
の 期間 中 、4 回 の 船 外 活動 を 含む 
国際 宇宙 ステ ーション の 組み 立 
て ・ メ ン テ ナ ンス 作業 が 実施 さ 
れ 、 S5 ト ラス と 船 外 保管 プラ ッ ト 
フォ ー ム 3 の 取り 付け な ど が 行わ 
KUES 2 ん 373 ラ 2I【 の )S 語 724 
2 際 宇 南 ステ ーション か 
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G- 二 


F ゴ i 紅 酬 


| MO 6 一 15 日 

国 時 間 ) 、 第 13 回 NASA 極 限 
環境 ミッ ショ ン 運 用 (NEEMO 
13) 訓練 に 参加 し まし た 。 NEE 
MO 訓練 は 、 米国 フロ リ ダ 州 沖合 
の 海底 約 20m に 設置 され た 閉鎖 
施設 | アクエリアス | 内 で 生活 し 
て リー ダー シッ プ や チー ム ワ ー 
ク 、 自 己 管理 等 の 能力 向上 を 図り 、 
国際 宇宙 ステ ーション 長期 滞在 ミ 
ッ シ ョ ン に 向け た 能力 を 修得 する 
も の で す 。 日 本 人 で は 、 2006 年 に 
若田 光一 宇宙 飛行 士 が コマ ンダ 


ぐ - 
ンク 
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ら フ シャ トル へ の 電力 供給 
装置 切 め て 運用 され 、 正常 な 動 


上 上昇 中 の 機体 に は ロケ ッ ト 打 ち 上 げ 時 に 見 られ る 
リン グ 状 の 雲 (衝撃 波 ) が 見 える H-IIA ロ ケッ ト 13 号 機 の 打ち 上 げ 


叶 沿 >( こ ロロ ロジ) 出 べ um 部 紀 血 英 テ の テン 


ー と し て 参加 し て いま す 。 て 回 ち が は 打 約 し A 衛 種 ( 2 
- 5 に い 軌 上 民 いち 45 た ロ 星 子 坦 議 Hs 
0 の INFDRIMIATIOIN ら 還 上 隊 計 正 ケ 還 上 か 仙 | 
ドジ 2 ヨゴ MM ーー 6 ノ ・ | ざ て へ ( 6 人 6 ィ キ ラテ ロ 
ら の 指示 の 下 で 進め られ まし た 。 赤外線 天文 衛 星 | あか り ] が に 人 っ WAN は に に と ゃ 昌和 く 回 
目 旨 S2 小惑星 イト カワ の を まり 9 の ラー と 4 や A 8 
ュ レ ーション と いう 位置 づけ か 8 月 20 日 、 北 海道 江 別 市 か ら 撮 消 ーー mn ま 2 や 初 グ し 0 内 機 投 タ 10 会 し 得 ュ 
ら 、 間 失 作 に よる ロー バー と の し ML の STSH19 測 に 成功 を 交 まめ も と た や ふ 計 と 填 星 ロ 
協調 作業 や 、 火星 探査 を 意識 し た (お の 科 味 (人 面 上 が ら 政和 天文 衛星 「 あ か り 」 は 7 月 備後 と 打 た 介 号 らち た ら 5 飼 】 の 
約 20 分 の 通信 の 遅れ な ども 模擬 さ (提供 ・ 渡 辺 節 さ ん ) 小 華 時 イト カワ を 観測 し を な て っ 離 機 吾 せ 周 01 全 ち ツ 
目 )ー sc』 ゃ \ りり バ k 】 2 ト 
MR 0 4 その 撮影 に 成功 し まし た 。 イト カ っ 周 打 げ 回 人 ほ ま 回 人 玉 A 上 ト 
RNN ワ は 、 小 惑星 探査 機 「 は や ぶさ 」 げ 
本 川 宇宙 飛行 士 は 、 国際 宇宙 ステ た 名 な く 工 た 生 は ョ り 例 忌 の の 9A も ふ 介 誠 5 ふ 釧 | が 目標 と し て 飛行 し 、 一 昨年 9 月 13 
ーション の 第 18 次 長期 滞在 搭乗 を っ 開 作 ぷ す | だ の 年 15 釧 月 X 文 れ 選 上 i jl 直 
ミー ラー レー エー 6 超 た か な 他 る ヤ 系 小 午 日 路 15 A 部 あ 12 ロ に 到達 し た 小惑星 で す 。 その 後 万 
員 支 援 宇宙 飛行 士 (クルー サ ポー ぇ 今 れ ど に 球 チ が さ 斉 二 に 市 ! な 科 い 行 日 ) れ 路 「 は や ぶさ 」 は 、 2010 年 の 地球 帰 
トゲ ストロ バー 全 W き MS る 回 上 体 え 形 ※ 旧 ん 是 に は で 17 ど 学 フ わ の (] ヨ 本 に 向け て 今年 4 月末 に 小 中 星 イ 機 
ES 多い 北 べ の うか の 生 関 よ 開 日 7 作 = れ っ U あ 市 M の 
お り 、 第 18 次 長期 滞在 搭乗 員 全 加 3 海 漠 ツ 植 メ れ 一 名 す 昨 催 の 団 や ス て 手 の 2 トカ ワ を 旅立っ て いま す 。 この 写 W 
員 に 対し て 約 6 か 月 の ミッ ショ ン 者 日 首 の ト 物 ょ ズ イ る 年 さ 3 体 国 テ い 由 いで 真 は 、「 あ か り | の 観測 装置 の 1 
全休 に * 人 コー き ィ イボ マー 有 大 全 て 講話 れ の イ ぁ の 具 は 、 補 中 
全体 に 関わ る 支援 を 地上 で 行う こ で 間 は 入 ト が 釧 宮 」 で 沙 加 ま 日 主 半 バタ 日 を フー つ で ある 近 ・ 中 間 赤 外線 カメ ラ に 
と に な っ て いま す 。 賑 で 初 ン ル 選 路 星 ス ン や 起工 間 奄 大 ル ん 補 ー 還 民 可 ら ) 0 
わ 7 の トロ ば 混 の トト 、 に た "に 区 が 軍人 に 開 詞 司 より 、 流 長 7 マイ クロ メー トル で 
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四 1B5 宇宙 空 人 究 開発 機 林寺 1 む 複 数 の 赤外線 渡 長 帯 で 、 小惑星 
ル 日 イト カワ を 改め て 精度 よく 観測 し 
開所 法人 日 中軸 フー ラム まし た 。 この 観測 デー タ は 、 イト 
本 LIP カワ を は じ め と する 小惑星 の 性 質 
人 を くわ し く 調 べ 、 また 小惑星 の 大 
yea き さ を 推定 する 精度 を さら に 向上 io 
全員 希 させ る た め に 、 た い へ ん 貴重 な 情 (G 格 の 画像 を 重ね 合わ せ て 
委員 に | 報 と いえ ます 。 イト カ ワ の 動き を 示し て いま す ) 
顧問 山根 一 眞 ふれ あい フェ ステ ィ バ ル で の 「 ウ ルト ラク イズ ] の 様子 


内 之 浦 宇宙 空間 観測 所 


各地 で | 宇宙 花火 」 の 角 測 に 成功 ! 


観測 用 ロケ ッ ト S-520 の 打ち 上 げ 
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背景 の 地図 画像 は 、 JAXA 版 Google Earth 「Pilot View] に より 
「 だ いち 」 の 観測 画像 を 加工 し た も の で す 。 
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6 月 2 日 19 時 20 分 、 内 之 浦 宇宙 空間 "ウム 放出 に よる 赤い 発光 雲 ] は 、 天 候 に 
200eeee4222 ee 観測 所 か ら 観 測 ロ ケッ ト S-520- 恵まれ 西日本 一 帯 で 観測 され まし た 。 
ie 坦 js 后 | 23 号機 が 打ち 上 げ ら れ ま し た 。 この 口 地上 観測 に 関わ っ た 高知 工科 大 学 / 北 
"| 7 cmsss] % 。  。 | ケッ ト に は 国内 外 の 研究 機関 に よる 10 海道 大 学 チ ー ム の 写真 と と も に 、 各 地 
Yo|---- ガ が - ---\--- | 種類 の 観測 機器 が 搭載 され て いま し た の アマ チュ ア 天 文 家 の 方 々 か ら ご 提供 
が 、 な か で や 事 前 に 「 宇 宙 花 火 ] と 報道 いた だ いた 写真 も あわ せ て ご 紹介 し ま 

Gm 「 され 一 般 か ら の 期待 も 集まっ た 「 リ チ す 。 
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